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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】第一光源によって任意の領域を局所的に照射す
ると共に、第二光源によって広い範囲を照射することが
できる照明装置を提供する。
【解決手段】柱状部９に対し可動部１０を揺動可能に設
けて構成される照明装置本体３を有し、可動部１０に第
一光源としての第一ＬＥＤを設けた照明装置であって、
柱状部９に第二光源としての第二ＬＥＤを設けると共に
、可動部１０全体を、前記第二ＬＥＤの光軸Ｌよりも軸
直方向に偏位させた位置に常時配置したことで、可動部
１０を揺動させ、前記第一ＬＥＤによって任意の領域を
局所的に照射することができると共に、可動部１０の姿
勢に拘わらず、前記第二ＬＥＤによって、部屋の広い範
囲を間接照明することができる。
【選択図】図９
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　柱状部に対し可動部を揺動可能に設けて構成される照明装置本体を有し、前記可動部に
第一光源を設けた照明装置において、
　前記柱状部に第二光源を設けると共に、前記可動部全体を、前記第二光源の光軸よりも
軸直方向に偏位させた位置に常時配置したことを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記第二光源を、前記柱状部の先端に設けたことを特徴とする請求項１に記載の照明装
置。
【請求項３】
　前記第二光源の光軸を垂直としたことを特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記第二光源を、前記柱状部の上端に設けたことを特徴とする請求項２に記載の照明装
置。
【請求項５】
　前記照明装置本体を、外部電源に接続される基部に対し着脱可能に接続すると共に、前
記柱状部に電池を収容したことを特徴とする請求項１から４の何れか一項に記載の照明装
置。
【請求項６】
　前記可動部を畳んだ際に、前記柱状部と対向する位置に、前記第一光源が設けられるこ
とを特徴とする請求項５記載の照明装置。

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、柱状部に対して揺動可能な可動部に光源を設けた照明装置に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の照明装置は、載置部と、この載置部から上方に延びる支持部と、この支
持部に取り付けられる灯体とを有して構成され、この灯体に、光源部と補助光源と充電部
を設けたものが知られている（例えば、特許文献１参照。）。そして、平常時には、外部
電力によって前記光源部を点灯させると共に、停電時には、前記充電部の電力によって、
前記補助光源を点灯させることができる。また、前記支持部から前記灯体を取り外すこと
で、この灯体を懐中電灯として使用することもできる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－３３５２８２号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１のような照明装置は、前記充電部が前記灯体に収容されるた
め、この灯体が重くなってしまう。従って、この灯体を揺動させて任意の方向を照射する
ことが困難であるという問題があった。また、特許文献１のような照明装置は、前記補助
光源が横向きであるため、照明装置を使用している部屋に置かれた物体等が障害物となっ
て室内を良好に照明できない虞がある。即ち、停電時、前記補助光源が点灯し、照明装置
の在処が判ったとしても、使用者から照明装置までの間に障害物があるか判りにくく、危
険である。更に、前記灯体を懐中電灯として使用する場合、前記灯体を持ち運ぶ際に前記
光源部を覆うＬＥＤカバーが破損する虞もあった。
【０００５】
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　本考案は以上の問題点を解決し、第一光源によって任意の領域を局所的に照射すると共
に、第二光源によって広い範囲を照射することができる照明装置を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本考案の請求項１に記載の照明装置は、柱状部に対し可動部を揺動可能に設けて構成さ
れる照明装置本体を有し、前記可動部に第一光源を設けた照明装置において、前記柱状部
に第二光源を設けると共に、前記可動部全体を、前記第二光源の光軸よりも軸直方向に偏
位させた位置に常時配置したものである。
【０００７】
　また、本考案の請求項２に記載の照明装置は、請求項１において、前記第二光源を、前
記柱状部の先端に設けたものである。
【０００８】
　また、本考案の請求項３に記載の照明装置は、請求項１において、前記第二光源の光軸
を垂直としたものである。
【０００９】
　また、本考案の請求項４に記載の照明装置は、請求項２において、前記第二光源を、前
記柱状部の上端に設けたものである。
【００１０】
　また、本考案の請求項５に記載の照明装置は、請求項１から４の何れか一項において、
前記照明装置本体を、外部電源に接続される基部に対し着脱可能に接続すると共に、前記
柱状部に電池を収容したものである。
【００１１】
　更に、本考案の請求項６に記載の照明装置は、請求項５において、前記可動部を畳んだ
際に、前記柱状部と対向する位置に、前記第一光源が設けられるものである。
【考案の効果】
【００１２】
　本考案の請求項１に記載の照明装置は、以上のように構成することにより、前記可動部
を揺動させ、前記第一光源によって任意の領域を局所的に照射することができる。また、
前記第二光源を用いて、部屋の広い範囲を間接照明することができる。この際、前記可動
部が前記第二光源の光軸と重ならないので、前記可動部の姿勢によらず、部屋の広い範囲
を間接照明することができる。
【００１３】
　なお、前記第二光源を、前記柱状部の先端に設ければ、前記柱状部自体の影も出来にく
くなるので、前記第二光源による照明をより良好に行うことができる。
【００１４】
　また、前記第二光源の光軸を垂直とすれば、前記第二光源の光を部屋の天井に当てて、
部屋の広い範囲を間接照明することができる。
【００１５】
　また、前記第二光源を、前記柱状部の上端に設ければ、前記柱状部自体の影も出来にく
くなるので、前記第二光源による照明をより良好に行うことができる。
【００１６】
　また、前記照明装置本体を、外部電源に接続される基部に対し着脱可能に接続すると共
に、前記柱状部に電池を収容すれば、前記可動部を重くすることなく、この可動部を揺動
させて任意の領域を局所的に照射することができるばかりでなく、前記照明装置本体を前
記基部から取り外すことで、前記第二光源を発光させる懐中電灯として使用することもで
きる。
【００１７】
　更に、前記可動部を畳んだ際に、前記柱状部と対向する位置に前記第一光源を設ければ
、前記照明装置本体を持ち運ぶ際等に、前記第一光源を破損させる虞を減少させることが
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できる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本考案の一実施形態を示す照明装置の、可動部を折り畳んだ状態における正面図
である。
【図２】同、可動部を折り畳んだ状態における平面図である。
【図３】同、可動部を折り畳んだ状態における左側面図である。
【図４】同、可動部を水平姿勢とした状態における正面図である。
【図５】同、可動部を水平姿勢とした状態における平面図である。
【図６】同、可動部を水平姿勢とした状態における左側面図である。
【図７】同、可動部を垂直姿勢とした状態における正面図である。
【図８】同、可動部を垂直姿勢とした状態における平面図である。
【図９】同、可動部を垂直姿勢とした状態における左側面図である。
【図１０】同、照明装置本体を基部から取り外した状態における正面図である。
【図１１】同、回路のブロック図である。
【考案を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本考案の実施形態について、図１乃至図１１に基づいて説明する。なお、以下の
説明において、図１乃至図１０の姿勢を基準として、前後を規定する。即ち、図２、図５
、図８において、下方が前、上方が後である。また、図３、図６、図９において、右側が
前、左側が後である。１は本考案の照明装置である。この照明装置１は、基部２と照明装
置本体３から構成される。なお、前記照明装置本体３は、前記基部２に対し着脱可能に取
り付けられる。
【００２０】
　前記基部２は、円盤部４と、この円盤部４の中央に設けられた、略短円筒状の接続部５
と、電源ケーブル６とを有する。なお、この電源ケーブル６は、前記接続部５に設けられ
た給電端子７に接続される。また、前記電源ケーブル６の先端には、交流／直流変換器８
が設けられる。なお、この交流／直流変換器８は、前記基部２内に収容しても良い。
【００２１】
　前記照明装置本体３は、柱状部９と可動部１０を有する。前記柱状部９は、円筒形状の
上部の前半部を切り欠いた形状である。前記柱状部９の切欠部１１の上端部には、腕部１
２が前方に伸びて形成され、この腕部１２に前記可動部１０が揺動可能に取り付けられる
。なお、前記可動部１０の揺動軸Ｘは、前記照明装置本体３を前記基部２に取り付けた状
態において、水平に延びる。また、前記揺動軸Ｘは、正面視で左右に延びる。前記柱状部
９の切欠部１１には、切替操作部１３、調光操作部１４、及びタイマー操作部１５が設け
られる。前記切替操作部１３は、第一光源としての第一ＬＥＤ１６と第二光源としての第
二ＬＥＤ１７を切り替えるためのものである。また、前記調光操作部１４は、前記第一Ｌ
ＥＤ１６又は第二ＬＥＤ１７の明るさを調整するためのものである。また、前記タイマー
操作部１５は、前記第一ＬＥＤ１６又は第二ＬＥＤ１７をオフタイマー操作するためのも
のである。なお、これらの操作部１３，１４，１５は、前記可動部１０を畳んだ際に、こ
の可動部１０によって覆われる。また、前記柱状部９の下部正面には、主操作部１８が設
けられる。この主操作部１８は、前記切替操作部１３によって選択された前記第一ＬＥＤ
１６又は第二ＬＥＤ１７を点灯又は消灯させるためのものである。なお、前記主操作部１
８は、常時露出する。そして、前記柱状部９の上端部には、レンズ１９を介して前記第二
ＬＥＤ１７が光学的に露出する。この第二ＬＥＤ１７は、前記揺動軸Ｘ及び前記切欠部１
１の前面１１Ａよりも後方に位置する。なお、前記第二ＬＥＤ１７の光軸Ｌは、垂直に延
びる。また、前記柱状部９の下端部には、複数の受電端子２０が設けられ、これらの受電
端子２０が前記給電端子７と電気的に接続される。なお、２１は前記柱状部９の後部に設
けられた電池蓋、２２は前記柱状部９内に収容された電池である。なお、電池２２として
は、乾電池の他、乾電池型の二次電池を用いても良い。
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【００２２】
　前記可動部１０は、この可動部１０を畳んだ状態で前記照明装置本体３が円筒状となる
ように、前記柱状部９の切欠部１１を補完する形状に形成される。即ち、前記可動部１０
を畳んだ状態において、前記照明装置本体３は円筒状となる。そして、前記基部２に前記
照明装置本体３を取り付けた状態において、前記接続部５の中心軸Ｙと前記照明装置本体
３の中心軸Ｚは一致する。即ち、前記照明装置本体３は、前記接続部５に対し同軸状に取
り付けられる。そして、前記照明装置本体３は、中心軸Ｙ，Ｚ回りに回動可能である。ま
た、前記第二ＬＥＤ１７の光軸Ｌは、前記照明装置本体３の中心軸Ｚと平行であると共に
、この中心軸Ｚよりも後方に偏位する。更に、前記可動部１０には、前記第一ＬＥＤ１６
が設けられる。この第一ＬＥＤ１６は、散光板２３を介して光学的に露出する。そして、
前記第一ＬＥＤ１６及び散光板２３は、前記可動部１０を畳んだ状態において、前記切欠
部１１の前面１１Ａと対向する。なお、前記可動部１０は、姿勢によらず、前記切欠部１
１の前面１１Ａよりも前方に位置する。即ち、前記可動部１０は、前記第二ＬＥＤ１７の
光軸Ｌ上に位置することがない。
【００２３】
　図１１は、照明装置１の回路のブロック図を示すものである。この図１１において、２
４は制御回路である。この制御回路２４は、主制御回路２５と、電源回路２６と、入力回
路２７と、第一点灯回路２８と第二点灯回路２９を有する。前記電源回路２６は、前記交
流／直流変換器８又は電池２２からの電力を前記第一ＬＥＤ１６又は第二ＬＥＤ１７に供
給するためのものである。また、前記入力回路２７は、前記各操作部１３，１４，１５，
１８の操作を検知し、前記主制御回路２５に入力するためのものである。また、前記第一
点灯回路２８は、前記第一ＬＥＤ１６を点灯させるためのものである。更に、前記第二点
灯回路２９は、前記第二ＬＥＤ１７を点灯させるためのものである。
【００２４】
　次に、本実施形態の作用について説明する。まず使用者は、前記照明装置本体３を前記
基部２に取り付け、前記給電端子７と受電端子２０を接続した後、前記電源ケーブル６の
先端に設けられた前記交流／直流変換器８を交流電源に接続する。この状態で、前記主操
作部１８を操作することで、前記第一ＬＥＤ１６又は第二ＬＥＤ１７を点灯させることが
できる。
【００２５】
　前記第一ＬＥＤ１４を点灯させる場合、前記可動部８を揺動軸Ｘ回りに回動させると共
に前記柱状部７を中心軸Ｙ，Ｚ回りに回動させて、前記第一ＬＥＤ１４を任意の方向に向
けた後、前記主操作部１８を操作し、必要に応じ前記切替操作部１３を操作する。これら
の操作により、前記第一ＬＥＤ１４は、前記交流／直流変換器から電力が供給されて点灯
する。なお、前記制御回路２４は、前記第一ＬＥＤ１６と第二ＬＥＤ１７の何れが最後に
点灯したかを記憶することができる。このため、最後に点灯させたＬＥＤが前記第一ＬＥ
Ｄ１６であれば、前記切替操作部１３を操作する必要がない。逆に、最後に点灯させたＬ
ＥＤが前記第二ＬＥＤ１７であれば、前記切替操作部１３を操作する必要がある。そして
、前記第一ＬＥＤ１６が点灯すると、この第一ＬＥＤ１６から放射された光は、前記散光
板２３によって拡散される。この拡散板２３で拡散された光によって、任意の照射領域が
局所的に照射される。なお、前記照射領域は、前記散光板２３で拡散された光によって照
射されるので、眩しさが低減される。そして、前記第一ＬＥＤ１６は、前記調光操作部１
４を操作することによって、明るさを調節することができる。また、前記第一ＬＥＤ１６
は、前記タイマー操作部１５を操作することによって、所定時間経過後に消灯させること
ができる。
【００２６】
　前記第二ＬＥＤ１７を点灯させる場合、前記主操作部１８を操作した後、必要に応じ前
記切替操作部１３を操作する。なお、前述した通り、前記制御回路２４は、前記第一ＬＥ
Ｄ１６と第二ＬＥＤ１７の何れが最後に点灯したかを記憶することができる。このため、
最後に点灯させたＬＥＤが前記第一ＬＥＤ１６であれば、前記切替操作部１３を操作する
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必要がある。逆に、最後に点灯させたＬＥＤが前記第二ＬＥＤ１７であれば、前記切替操
作部１３を操作する必要がない。そして、前記第二ＬＥＤ１７が点灯すると、この第二Ｌ
ＥＤ１７から放射された光は、前記レンズ１９によって集光される。また、前記第二ＬＥ
Ｄ１７の光軸Ｌは、前記照明装置本体３を前記基部２に取り付けた状態において、垂直と
なる。即ち、前記柱状部９の上端部に設けられた前記第二ＬＥＤ１７から放射された光は
、上向きに放出される。このため、前記第二ＬＥＤ１７から放射された光は、部屋の天井
を照射した後、この天井において拡散反射され、部屋の広い範囲を照射する。なお、前記
第二ＬＥＤ１７も、前記第一ＬＥＤ１６と同様に、前記調光操作部１４を操作することに
よって、明るさを調節することができる。また、前記第二ＬＥＤ１７も、前記第一ＬＥＤ
１６と同様に、前記タイマー操作部１５を操作することによって、所定時間経過後に消灯
させることができる。
【００２７】
　なお、前述した通り、前記第二ＬＥＤ１７は、前記柱状部９の上端部に設けられている
と共に、前記可動部１０全体が光軸Ｌ上に重ならないように配置される。このため、前記
第二ＬＥＤ１７から放射された光は、前記可動部１０の姿勢によらず、この可動部１０、
或いは前記柱状部９自体によって遮られることがない。また、前記第二ＬＥＤ１７は、光
を上向きに放射するので、一般的な使用では、部屋に置いた物体が、光を天井に照射する
際の障害となる虞が少ない。従って、前記第二ＬＥＤ１７によって、室内を良好に間接照
明することができる。
【００２８】
　なお、停電等により、前記交流／直流変換器７からの電力が断たれると、これを前記電
源回路２６が検知する。この際、この電源回路２６は、前記電池２２の電力を、前記制御
回路２４全体に供給する。このようにして停電が検知されると、前記主制御回路２５は、
前記電池２２からの電力を、第二点灯回路２９介して前記第二ＬＥＤ１７に供給し、この
第二ＬＥＤ１７を弱モードで発光させる。なお、前記制御回路２４は、停電等が発生する
前に何れのＬＥＤ１６，１７も点灯させていなくても、或いは前記第一ＬＥＤ１６を点灯
させていた場合であっても、停電等が発生すると、前記第二ＬＥＤ１７を点灯させる。そ
して、上述した通り、前記第二ＬＥＤ１７が光を上向きに放射して天井を照射するので、
室内は、前記第二ＬＥＤ１７によって間接照明される。そして、前記第二ＬＥＤ１７から
放射された光が、前記柱状部９自体や可動部１０に遮られることなく、また、室内に置か
れた物体に遮られる虞も少ないので、薄暗くではあるが、室内は確実に照明される。この
ため、停電等で室内の他の照明が消えた状態となり、本願発明の前記照明装置１のみによ
って室内が照明される状態となっても、室内を確実に照明することができる。そして、室
内が確実に照明されることで、室内に置かれた物体を視認可能となる。これによって、使
用者が室内を移動する際に、室内に置かれた物体によって怪我をする虞を減ずることがで
きる。なお、何も操作しなければ、前記第二ＬＥＤ１７は、所定時間経過後に消灯する。
【００２９】
　また、このように停電等によって室内の他の照明が失われた際に、前記照明装置１の照
明装置本体３を前記基部２から取り外して、懐中電灯として使用することも可能である。
この場合、前述した通り、前記可動部１０が前記柱状部９の切欠部１１を補完する形状で
あるため、前記可動部１０を折り畳むことで、前記照明装置本体３は円筒状となる。そし
て、前記可動部１０を折り畳むと、前記切替操作部１３、調光操作部１４、タイマー操作
部１５は、前記可動部１０によって覆い隠される。また、前記第一ＬＥＤ１６及び散光板
２３は、前記柱状部９によって覆い隠される。従って、前記照明装置本体３を持ち運ぶ際
に、不用意に各操作部１３，１４，１５を操作してしまったり、前記散光板２３を破損し
てしまったりする虞を減ずることができる。なお、前述した通り、前記第二ＬＥＤ１７は
弱モードで発光するので、懐中電灯として使用するには暗すぎる。このため、使用者は、
前記調光操作部１４を操作して、前記第二ＬＥＤ１７を強モードで発光させる。このよう
に、前記操作部１３，１４，１５のうちの何れかを操作すると、タイマーが解除される。
なお、前記制御回路２４は、前記照明装置本体３を前記基部２から取り外すことで、前記
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交流／直流変換器７からの電力が断たれた場合であっても、停電時と同様に作動する。
【００３０】
　以上のように本考案の照明装置１は、柱状部９に対し可動部１０を揺動可能に設けて構
成される照明装置本体３を有し、前記可動部９に第一光源としての第一ＬＥＤ１６を設け
た照明装置であって、前記柱状部９に第二光源としての第二ＬＥＤ１７を設けると共に、
前記可動部１０全体を、前記第二ＬＥＤ１７の光軸Ｌよりも軸直方向に偏位させた位置に
常時配置したことで、前記可動部１０を揺動させ、前記第一ＬＥＤ１６によって任意の領
域を局所的に照射することができると共に、前記可動部１０の姿勢に拘わらず、前記第二
ＬＥＤ１７によって、部屋の広い範囲を間接照明することができるものである。
【００３１】
　また、本考案の照明装置１は、前記第二ＬＥＤ１７を、前記柱状部９の先端に設けたこ
とで、前記柱状部９自体の影も出来にくくして、前記第二ＬＥＤ１７による照明をより良
好に行うことができるものである。
【００３２】
　また、本考案の照明装置１は、前記第二ＬＥＤ１７の光軸Ｌを垂直としたことで、前記
第二ＬＥＤ１７の光を部屋の天井に当てて、部屋の広い範囲を間接照明することができる
ものである。
【００３３】
　また、本考案の照明装置１は、前記第二ＬＥＤ１７を、前記柱状部９の上端に設けたこ
とで、前記柱状部９自体の影も出来にくくして、前記第二ＬＥＤ１７による照明をより良
好に行うことができるものである。
【００３４】
　また、本考案の照明装置１は、前記照明装置本体３を、外部電源に接続される基部２に
対し着脱可能に接続すると共に、前記柱状部９に電池２２を収容したことで、前記可動部
１０を重くすることなく、この可動部１０を揺動させて任意の領域を局所的に照射するこ
とができるばかりでなく、前記照明装置本体３を前記基部２から取り外すことで、前記第
二ＬＥＤ１７を発光させる懐中電灯として使用することもできるものである。
【００３５】
　更に、本考案の照明装置１は、前記可動部１０を畳んだ際に、前記柱状部９と対向する
位置に前記第一ＬＥＤ１６を設けたことで、前記照明装置本体３を持ち運ぶ際等に、前記
第一ＬＥＤ１６やこれを覆う散光板２３を破損させる虞を減少させることができるもので
ある。
【００３６】
　なお、本考案は以上の実施形態に限定されるものではなく、考案の要旨の範囲内で種々
の変形実施が可能である。例えば、上記実施形態では、可動部が一つの揺動軸回りにのみ
揺動可能であるが、揺動軸を複数設けたり、ボールジョイント等によって自在に揺動させ
ることができるようにしたりしても良い。この場合であっても、前記可動部は、前記第二
光源の光軸とは重ならないようにする必要がある。また、上記実施形態では、各光源はＬ
ＥＤであるが、ＬＥＤ以外の光源を用いても良い。
【符号の説明】
【００３７】
　１　照明装置
　２　基部
　３　照明装置本体
　９　柱状部
　１０　可動部
　１６　第一ＬＥＤ（第一光源）
　１７　第二ＬＥＤ（第二光源）
　２２　電池
　Ｌ　光軸
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